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パソコンとの接続�

キーの使い方�

電卓テンキーをDOS/VノートパソコンのPS/2テンキーポートに接続します。�
その際�
●パソコンの電源を切った状態で接続してください。�
●PS/2テンキーボードに接続してください。PS/2マウスポートには接続できませ
ん。�

この度は電卓テンキーをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。�
本製品はテンキー機能の他、電卓機能、計算結果転送機能、時計機能の付いたマル
チファンクションタイプのテンキーボードです。�
この取扱説明書をお読みの上、正しくお使いください。�
＜注意＞�
●電池の取扱いに注意してください。�
●高温・多湿な場所に放置しないでください。�
●落としたり、ぶつけたり、けーぶるを引っ張ったりしないでください。�
●液晶表示部を強く押さえないでください。�

電池と電源�

本製品は時計モードの場合とスタンドアローン電卓モードの場合以外では、電池がな
くても動作しますが、ご使用前に電池を取り付けることをおすすめします。また電池は、
LR44/1.5Vを4個使用してください。電池はプラス・マイナスの方向をよく確かめ、
取り付けてください。電池を取り付けた後、周囲にあるスイッチをオンにしてください。
電池を入れたのにKeypadが使用できない時は、スイッチをオフにし最低5秒間待っ
てから、もう一度スイッチを入れ直して見てください。付属の電池は、お試し用ですの
で、寿命後はLR44/1.5Vタイプを購入してください。�
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1.　　　を押してから＿（下線）の引かれているキーを押すと機能します。�
2.以下「C：」は電卓モードの場合、「T：」はテンキーモードと時計モードの場合とします。�
�



最新の情報はインターネットで！� http : //www.sanwa.co.jp
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092-471-6721  FAX.092-471-8078

011-611-3450  FAX.011-716-8990
022-257-4638  FAX.022-257-4633
052-453-2031  FAX.052-453-2033
06-395-5310  FAX.06-395-5315

札幌営業所/〒060-0807 札幌市北区北7条西5丁目ストークマンション札幌�
仙台営業所/〒983-0851 仙台市宮城野区榴岡1 -6 -37宝栄仙台ビル�
名古屋営業所/〒453-0015 名古屋市中村区椿町16-7カジヤマビル1F�
大阪営業所/〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-1-45新大阪八千代ビル�
福岡営業所/〒812-0012 福岡市博多区博多駅中央街8-20第2博多相互ビル�
�
�

0762-22-8384

〒700-0825  岡 山 市 田 町 1 - 1 0 - 1 086-223-3311  FAX.086-223-5123
〒140-8566  東 京 都 品 川 区 南 大 井 6 - 5 - 8 03-5763-0011  FAX.03-5763-0033

金沢/

警　告�

■テレビ/ラジオの受信障害について�
本製品は、FCCの定めるクラスBのコンピュータ機器に対する許容条件につき、
所定の審査の上、FCC-15章の規定内容に適合するものとして認定されています。
FCC-15章は居住環境において防止すべき受信障害の規制基準を定めたものです
が、装置の設置状況によっては受信障害が発生する場合があります。�
ご使用のコンピュータシステムが受信障害の原因となっているかどうかは、その
システムの電源を切ることでご確認いただけます。電源を切ることにより受信障
害が解消されれば、ご利用のコンピュータ、あるいは、その周辺装置が原因であ
ると考えられます。�
ご使用のコンピュータシステムがテレビやラジオの受信状態に影響している場合、
以下の手順のいずれか、あるいはいくつかを組み合わせてお試しください。�
　●テレビまたはラジオのアンテナの向きを変え、受信障害の発生しない位置を
　　探してみてください。�
　●テレビまたはラジオから離れた場所にコンピュータを設定し直してください。�
　●テレビまたはラジオとは別の電源供給路にあるコンセントにコンピュータを
　　接続してください。�
　●状況に応じ、テレビ/ラジオの修理業者または販売店にもご相談いただけます。�
�
■注　意�
本製品に対し許可しない変更または加工が加えられた場合、FCCの許可が無効と
なり、正規の製品としての使用は認められませんのでご注意ください。�
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